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初冬期の事故防止
忘れるな あの瞬間のヒヤリハット

・凍結しやすい場所では、常に路面凍結を想定する
・本格的な冬に入る前に、冬道運転を体にクセづける
・道路情報、天気情報をこまめにチェックする

事故を起こさないために
相手を思いやり、余裕をもった運転が大切です

「このくらいは･･･」 大丈夫だろうは
「死亡事故」につながります

日没前後の「薄暮時間帯」は注意
歩行者・自転車を見落とさないように気を付けましょう

スピードダウンの徹底

事故防止のため 「早めの休憩を」
～2時間走行、15分休憩～

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》
片側１車線で緩やかなカーブの坂道
片側交互通行のため停車中の車に追突
はずみで次々と…計4台衝突、6人が重軽傷
◇カーブは、十分にスピードを落として、走行しましょう◇
◇下り坂では、事前に十分な減速とシフトダウンの実行◇

２０２３／１０／２２（日） ７：２６
２１日午前１１時ごろ、鹿児島県の国道で、男性（８７）の軽乗用車が、片側交互通行のため停車中の男性（７１）＝

同乗１人＝の乗用車に追突しました。乗用車は、はずみで前にいた男性（６７）の乗用車に追突しました。最初に
追突した軽乗用車は対向車線にはみ出し、男性（７５）＝同乗１人＝の乗用車と正面衝突した。軽乗用車の男性は
頭部から出血するなど重傷、ほか５人は軽傷。警察によると、現場は片側１車線で緩やかなカーブの坂道。

午前７時 後ろから来た車にはねられ
路肩を歩いていた高齢男性重体
◇わき見は厳禁、100％運転に集中しましょう◇

２０２３／１０／２２（日） ９：５１
２２日午前６時４５分、静岡県の県道で、近くに住む８０代の男性が後ろから走ってきた乗用車にはねられたという

ことです。男性は頭などから出血し、意識不明の重体です。男性は路肩を歩いていたとみられ、警察が事故の詳
しい状況について調べています。

午後５時半 軽乗用車と乗用車が正面衝突
軽乗用車の夫婦が死亡

乗用車の会社員女性は重傷
◇気のゆるみ 事故は一瞬 命はひとつ◇

◇ 「ぼーっと運転」、漫然運転は死亡事故リスクが高い ◇
２０２３／１０／２２（日） １：１３

２１日午後５時３０分頃、秋田県の国道で、男性（７４）の軽乗用車と、会社員の女性（２８）の乗用車が正面衝突し
ました。警察によると、軽乗用車の男性が外傷性血気胸で、後部座席に乗っていた妻（７５）が外傷性ショックで
死亡しました。乗用車の女性も肋骨を折るなどの重傷を負った。現場は片側１車線の直線道路。


